平成29年度　アンチドーピング講習会について
アンチドーピング講習会への参加が平成29年度よりすべての選手が受講しなければなりません。このことは平成27年・28年とドーピング違反者が他のスポーツ競技団体より多く輩出しているためであり、ドーピング検査だけではなくアンチドーピング教育に重点を置くようにとのJOCよりの指導もありました。
平成28年度までは大会前日に行っていました、翌日に試合があるのに使ってはいけないサプリメントや薬を使用していても出場してしまえという気持ちもあったかと思います。
平成29年度はこのことを考慮して4月から6月までの期間に集中して行います。
昨年度は1,100名の受講参加者を迎えることができ、特に東京連盟では講習会参加が試合出場の条件としたので、登録選手全てが参加することになりました、結果違反者ゼロとなっています。今年度も選手数の多い連盟は講習会参加が必須条件になっている連盟も見受けられます。
JBBFアンチドーピング委員会も全国各ブロックにおいて2回の講習会を目標に15回の開催を計画しています、選手の皆様も近い会場での参加をお待ちしています。
残念ながらどうしても参加できない方にはJBBF事務局へ申し出て下さい、テキストで勉強しテストに答える郵送する方法もあります、ただし翌年の大会に出場する場合にはその後に行われる講習会には必ず参加してください。この義務を怠るとその年の大会に出ることはできません。
JBBF事務局においても昨年度の講習会参加者のデータを保管し賞罰も含め一元管理できるシステムを作っています、JBBF登録選手である皆様のご協力をお願いします。
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